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彙報
相愛大学総合研究センター研究プロジェクト活動報告

　相愛大学総合研究センターでは、本年度より

学内の様々な分野の教員の専門的知識を活用

し、また教員間の交流を活性化することを目的

に、共同研究を発足した。その最初のプロジェ

クトとして、「日本における諸学問の近代史」

と題された共同研究を行ってい糺同共同研究

は、2014年度まで各年度5回の研究会を中心

に進められる予定である。

　「日本における諸学問の近代史」研究会は、

日本近代における様々な学問領域の展開を、単

なる学説史として整理するのではなく、学際的

に再構成することを通じて日本近代の一断面を

把握するとともに、学問が日本近代の社会にお

いて演じてきた役割を再検証することを目的に

している。同研究会は学内の教員を主要なメン

バーとしているが、学外からも講師を招璃し、

また学内外を問わず参加者を募り、開かれた共

同研究として開催されている。その成果は、各

年度末に公開講座において紹介し、さらに共同

研究終了後にあらためて公刊する予定である

が、ここに第1回から第5回までの研究会の概

要を報告す糺各回の概要は以下の通りであ

る。

第1回

報告者1嘉戸一将（相愛大学人文学部准教授）

テーマ：「形なき形」を把握するということ

　　　　法的諸概念の受容と変容

日　時12012年7月25日（水）

　　　　午後5時～午後7時30分

場所1相愛大学6号館234号室

参加者：8名

　嘉戸一将による報告は、西洋から受容した法

的諸概念が、日本においてどのように変容し、

それらによってどのような法学説が展開される

ことになったのかを再検証するという趣旨であ

った。同報告が前提としたのは、法的諸概念が

抽象化された形式的なものであり、そのため明

治期においては難解なため特殊な理解の仕方か

ら諸概念の変容が生じだということである。そ

の際、とりわけ注目されたのは法的人格概念で

あり、明治期に人格概念が身体的な概念として

理解され、そこから後には特殊な国家法人説

や、人格の精神性に関する言説などが生まれた

こと、さらに昭和初期には西田幾多郎ら哲学者

たちが「形なき形」を把握することを日本文化

の特性であると提唱し、諸概念の形式性に立ち

返り、それらを再定義しようと努めたことなど

が指摘された。

　報告後には質疑応答が行われ、特殊な国家法

人説と「国体」論と・の関係性、人格概念の理解

における身体的イメージの意義、文学における

人格概念の問題、日本文化における血統の観念

の占める位置、訳者の関心によって生じる訳語

のバイアス、人格をめぐる法的言説と倫理的言

説との関係などについて討議さ札、日本の近代

化の特質を把握するための方法の深化が図られ

た。

第2回

報告者1鳥井正晴（相愛大学人文学部教授）

テーマ1漱石の作品を読む（「倫敦塔」から

　　　　「明暗」まで）　研究という名の汽車

　　　　に乗って

日　時12012年9月26日（水）

　　　　午後5時～午後7時30分



82

場所1相愛大学本部棟A107号室

参加者116名

　鳥井正晴氏による報告は、日本近代文学のな

かでも、とくに夏目漱石に焦点を合わせて行わ

れた。すなわち、漱石の学問的経験の出発点に

漢詩・漢文学があることがもつ意義、「倫敦塔」

によって小説という西洋的文学形式を用いた表

現者として歩み始めたこと、その小説家として

の表現者の足跡が敗戦後、ようやく研究され始

めたこと、そして最後の作品「明暗」と漢詩と

の関係性など、多岐にわたる論点が呈示され

た。報告においてとりわけ注目されたのは、漱

石にとって詩作（漢詩）があくまでも個人的な

営為だっただけに自己と真筆に向き合う意味を

もっていたこと、「倫敦塔」の虚構性が普遍的

な文学の虚構性でありつつも、小説という西洋

的文学形式を要請したこと、昭和40年代に漱

石研究の動向に転機がもたらされたこと、さら

に従来の研究ではあまり注目されることのなか

った漢詩と「明暗」との関係性であった。

　報告後には質疑応答が行われ、漢詩・漢文学

と小説との関係に関する漱石自身の認識、日本

近代文学に関する研究が敗戦後に緒についた背

景、漱石研究のみならず他の研究領域において

も昭和40年代に転機が認められること、漱石

の漢詩から窺えるのはその関心が必ずしも非近

代的なものにあったのではないことなどについ

て討議され、日本の近代の諸相を慎重に分析す

る必要性が確認された。

第3回

報告者：小野正嗣（明治学院大学文学部専任講

　　　　師）

テーマ1日本におけるフランス文学研究の始ま

　　　　り

日　時12012年10月24日（水）

　　　　午後5時～午後7時30分

場　所：相愛大学6号館234号室

参加者：8名

　小野正嗣氏による報告は、日本における黎明

期のフランス文学研究の特質を、現代のフラン

ス文学研究の潮流との比較から明らかにする趣

旨であった。すなわち、帝国大学（現・東京大

学）に仏蘭西文学科が設置された1889（明治

22）年にフランス文学教育を担当したのは、同

分野を専門とする研究者ではなく、フランスの

修道会に属するフランス人であり、また日本人

　　　　　　　　　　　　　ゆたか
として最初の教員となった辰野隆は修辞学とし

ての文学研究を重んじたことから、日本におけ

る黎明期のフランス文学研究は今日のそれとは

異なるものであったことが示唆された。他方

で、当時のフランスでは、ドイツ文献学の手法

を用いた研究が科学的方法として主流を占める

ようになっており、フランス留学の経験のある

辰野は敢えて古典的な立場を選んだと言える。

しかし、その後、日本でも文献学的方法が主流

を占めることになり、そのことは文学研究と文

学との乖離をもたらしたと指摘された。黎明期

のフランス文学研究の特質は、この乖離の問題

を再考するうえで一つの視点を提供していると

言えるだろう。

　報告後には質疑応答が行われ、同時期の国文

学研究の動向、国学的手法と文献学的手法との

親近性、英文学研究の動向、明治・大正期の知

識人の文人的余技などが指摘され、戦前の知的

環境について討議された。また、官立大学のみ

ならず、私立大学における当時の文学研究・教

育の潮流についても今後調査することで、日本

における文学研究の近代を把握することが可能

であることが確認された。
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第4回

報告者1川中美津子（相愛大学人間発達学部教

　　　　授）

テーマ：日本における服飾美学研究の始まり

日　時12012年11月21日（水）

　　　　午後5時～午後7時30分

場所1相愛大学6号館234号室

参加者：9名

　川中美津子氏による報告は、服飾美学がその

対象とする研究領域とその基本的関心とを明ら

かにしたうえで、それらが確定した時期と様

相、さらに現代の服飾美学が直面する問題を論

じる趣旨であった。まずその研究領域の確定時

期については、家政学が成立し、「容姿を飾る」

ものとして衣服が捉えられた1890年代にまで

遡ることができる。とはいえ、その後、衣服は

もっぱら健康を維持・増進するためのモノとし

て研究されたために、服飾美学研究の成立にま

では至らなかった。衣服が美的・意味論的関心

から研究対象（「服飾」）として立ち現わ札るの

は、服飾美学が講義や講座として確立され、さ

らに学会が形成された1950年代後半から1960

年代のことだった。そこでは、服飾の象徴性や

制度性に焦点が合わせられ、時代や地域によっ

て異なる文化的特性が研究された。そのような

意味において、服飾美学研究とはそれぞれの文

化の美意識や意志の表出であると言うことがで

きるだろう。しかし、現代の日本においては、

趣味や嗜好の多様化、さらにはそれを支える産

業主義的な消費文化のために、服飾美学研究は

困難に直面しているという。

　報告後には質疑応答が行われ、家政学の歴

史、女子教育機関が裁縫学校を沿革としている

意味、有職故実など日本における服制との関

係、服飾美学における「美」や「美学」の観念

などについて討議された。時代や地域によって

異なる「美」と制度との関係性や変化を分節化

するとともに、大学をはじめとする研究教育制

度の編成を把握することで、一時代・一文化に

胚胎された実践的美の探究手法とその学知のも

つ可能性が確認された。

第5回

報告者：中村圭爾（相愛大学人文学部教授）

テーマ1東洋史学の近代

日　時12012年12月20日（木）

　　　　午後5時～午後7時30分

場所：相愛大学6号館234号室

参加者17名

　中村圭爾氏による報告は、日本における東洋

史学の歴史を踏まえつつ、近代の歴史学の方法

論を問うと同時に、歴史上の近代の意味を問う

という趣旨であった。すなわち、実証主義の受

容によって始まった日本近代における歴史学

は、権力による正史編纂の東洋的伝統に見られ

る史実の歪曲を脱却すべく客観的な歴史記述を

目指したが、その客観性は政治的中立性ゆえに

植民地主義に対して無力であり、敗戦後、マル

クス主義的観点が導入さ」れ、戦前の歴史学の克

服が試みられた。しかし、マルクス主義歴史学

もまた発展段階論などに、単なる時間観念を超

えた西欧固有の政治的認識が認められ、必ずし

も戦後歴史学は完全な客観主義・政治的申立性

を実現したとは言えない。そこから浮かび上が

るのは、「近代」という時代区分が、単なる歴

史学の時代区分や方法論的枠組みではなく、歴

史の終末に向けての運動を意味する概念でもあ

り、この運動には目的や価値観が込められてい

るために自ずと主観性や政治性を帯びてくると

いうことであ肌歴史学者はこの主観性や政治

性を実践性と呼び肯定してきたのだが、西欧的

な運動の目的と価値観を必ずしも共有してこな
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かった「東洋」の歴史的観点からすると、「近

代」は問われざるを得ないのである。

　報告後には質疑応答が行われ、参加者それぞ

れの専門分野における「近代／現代」などの時

代区分、マルクス主義の発展段階論における

「近代」の意味、西洋的な直線的時間観念とは

異なる歴史学の分析枠組みの可能性などについ

て論議された。それぞれの専門分野における

「近代」あるいは「現代」の意味を把握すると

ともに、学問にとって「近代」とは何であるか

という問いを今後、研究会のひとつの軸として

検討する必要性が確認された。

（文責：嘉戸一将）
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相愛大学　総合研究センター後援

食と防災シンポジウム

「備えてまっか～1まさかの時の食」

　東日本大震災の被災地での支援活動等を知る

ことにより、私たち一人ひとりが日頃の備えの

重要性を認識するとともに、このシンポジウム

を通して「食と防災の視点」から自助（個人）、

共助（地域、大学など）、公助（行政）の必要

性の理解を深めるため、大阪府民を対象に企画

した。大学は共助の立場からも広く地域との連

携・支援を考えていくことが重要であり、今回

のシンポジウムに関して相愛大学・総合研究セ

ンターの後援を受けたので、その概要について

報告する。

　今回、300名の募集に対して438名の参加者

があり、大阪府民にとっても非常に関心の高い

テーマで、アンケートにも「シンポジウム等の

継続を望む」との意見が多く寄せられた。

　開催時期（日時）

平成24年9月19日（水）

13時20分～16時10分

　開催場所

相愛学園本町学舎　講堂

　参加者数

438名

　参加者の概要

一般府民、食生活改善推進員、行政栄養士、

学生、食品企業、他団体・機関関係者、取材

など

　開催内容

進行1大阪府健康医療部健康づくり課

　　　　　　　　課長補佐　西本香代子氏

（1）開会挨拶

　　　　大阪府健康医療部健康づくり課参事

　　　　　　　　　　　　　　辻村　雅仁氏

（2）講演工（13：30～ユ4：20）

「災害時における自衛隊の役割と活動」

　　　　　　自衛隊大阪地方協力本部募集課長

　　　　　　　　　　　　　　河合　龍也氏

「行政の備蓄について」

大阪府政策企画部危機管理室消防防災課主査

　　　　　　　　　　　　　　山脇真奈美氏

　（3）講演I（14：20～15：OO）

　　「みんなが助かる台所防災術のすすめ」

　　相愛大学客員教授、農林水産技術会議委員

　　　　　　　　　　　　　　坂本　廣子氏

（4）シンポジウム（15：10～16110）

　「備えてまっか～1まさかの時の食」

　シンポシスト

　・坂本　廣子氏（前掲）

　　藤原　政嘉氏（（社）大阪府栄養士会会長、

　　大阪青山大学健康科学部教授）

　　北村　壽子氏（大阪食生活改善連絡協議

　　会会長）

　コーディネーター

　　太田　美穂（相愛大学人間発達学部教授）

（5）閉会挨拶

　　　農林水産省近畿農政局大阪地域センター

　　　　　　　　　　　　　　小野　哲士氏

【展示コーナー（12：30～I6：30）】

・「私の台所防災術」　　　　　坂本　廣子氏

・「自衛隊員の携帯食等」

　　　　　　　　　　自衛隊大阪地方協力本部

・「東日本大震災における支援活動紹介」

　　　　　　　　　　　大阪府保健所栄養士

・「大阪産（もん）の紹介」

　　　　　　　　　　　大阪府環境農林水産部

・「食べて応援しよう」
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近畿農政局大阪地域センター

なお、本事業は大阪府、相愛大学、農林水産

省近畿農政局大阪地域センターの主催で実施

された。相愛大学総合研究センターと共に後

援を行ったのは（社）大阪府栄養士会、大阪

府食生活改善推進連絡協議会、健康大阪21

　食育推進企業団である。協賛は、大塚製薬

株式会社大阪支店、三島食品株式会社大阪営

業所、株式会社宮源の3社であった。

当日の会場設営、受付、後片付けなどに相愛

大学人間発達学部発達栄養学科の学生がボラ

ンティアとして協力した。

なお、入場時にアンケートを配布し終了後、

アンケートを回収した。（回収率　71．7％

314名）

第1部　講演

［蚕蚕］　「災害時における白衛隊の役割と活動」

東日本大震災での支援活動を紹介

　　　　　　　　　　　　　　　河合　龍也氏

「行政の備蓄」大阪府の備蓄の現状について

　　　　　　　　　　　　　　　山脇真奈美氏

「みんなが助かる台所防災術のすすめ」

　　　　　　　　　　坂本　廣子氏

《阪神淡路大震災被災の経験を生かす

自助に関して具体的な事例を多く紹介》

《熱心に聴き入る会場内の様子》
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第2部シンポジウム

　テーマ「備えてまっか～1まさかの時の食」

自助（個人）・共助（地域、大学）・共助く行

政）とは？

　《東日本大震災での食生活支援活動の紹介》

「地域密着型の機動力のある食事作り支援」

　　　　　　　　　　　　　北村　壽子氏

く管理栄養士の立場から》

「支援活動の実際とこれからの食の課題」

　　　　　　　　　　　　　　藤原　政嘉氏

シンポジウム後半

　　　《会場からの質問に答える坂本廣子氏》

アンケートの結果より（一部紹介）

　　シンポジウムは毎年継続してほしい。

　　自助の大切さを具体的に知ることができ

　　た。

　　食料の備蓄につい理解が深まった。

1展示コーナー】

《坂本廣子氏のコーナー》

多くの方が各ブースを訪れ、自助に役立つ展示

品等を手にとって確かめていました。
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《行政栄養士による支援活動紹介パネル》

食べ亡

応策」夫ラ．

《自衛隊隊員による携帯食（非常食）の説明》

　ふだん見ることのできない貴重な展示でし

た。

【作成したチラシ】

鮒坤嘆数含
鮎融日㈱㌘鵜驚鄭

　1一割～禍10i関場旭蜘

　　　　　　　　災
汗灘鱗灘籠灘　…丁イ
鴻為㊥　11講土練冒

㌣晶“奥

【実行委員会】

相愛大学人間発達学部発達栄養学科

　水野　浄子（副学長）、太田　美穂（教授）、

　多門　隆子（教授）、村井　陽子（准教授）、

　庄條　愛子（講師）、堀野　成代（助手）

大阪府健康医療部健康づくり課

　西本香代子（課長補佐）

大阪府環境農林水産部農政室推進課

　谷　由美子（主査）

農林水産省近畿農政局大阪地域センター

　勝目健一（主任農畜産安全管理官）

　森本　素子（農畜産安全管理官）

（文責　太田美穂）



相愛犬学総合研究センター後援

ヤングリーダーフォーラム

「マジごはんbyOSAKA“ちゃんと
たべよか～”」推進プロジェクト

　府内の高校生や大学生が地域や学内で行って

いるさまざまな活動を取り上げるために平成

23年度に立ち上げられた産官学連携による

「マジごはん計画瑛1」推進プロジェクトの後を

受け、第．2弾としてヤングリーダーフォーラム

「マジごはんbyOSAKA“ちゃんとたべよか

～” v推進プロジェクトが実施された。地域連

携での食育ヤングリーダーの育成糊は若い世代

の健康づくりに貢献するものであり、大学が支

援できる内容も多く、相愛大学・総合研究セン

ターは後援を行ったのでその概要について報告

する。

1．開催時期（日時）

　平成24年12月26日（水）

　13時00分～／6時30分

2．開催場所

　相愛学園本町学舎　講堂

3．参加者数

　326名

4．参加者の概要

　発表学生／生徒（40名）、応援学生／生徒

（91名）、大阪府民／他府県民（140名）、

　（管理）栄養士・教師、食ボランティア、取

材など（55名）

5．開催内容

（1）開会挨拶

　農林水産省近畿農政局大阪地域センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　小野　哲士氏
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（2）第1部：（13：00～15：OO）

食育ヤングリーダー育成支援事業参加校の活

動発表会「めざせ1　食育ヤングリーダー」

　　大阪府立芥川高等学校・大阪府立茨木西高

等学校・大阪府立園芸高等学校・大阪府立北

かわち皐が丘高等学校・大阪府立能勢高等学

校・大阪大谷大学・大阪女子短期大学・大阪

成腰短期大学・大手前栄養専門学校・相愛大

学・帝塚山学院大学（人問科学部、畑部）・

箕面学園福祉保育専門学校（13グループ）

（3）第2部：

　「竹下和男先生と食育ヤングリーダーとの公

　開セミナー」

　　　　　　　　　　　　　　竹下　和男氏

　　　　　　　　　　　　　　　参加校代表者

（4）第3部1

　「食育ヤングリーダー育成支援事業」表彰式

（5）閉会挨拶

大阪府健康医療部健康づくり課参事

　　　　　　　　　　　　　　辻村　雅仁氏

【展示コ」ナー（12：30～16：30）】

　　「まじごはん計画」

　　　農林水産省近畿農政局大阪地域センター

　　「大阪産（もん）の紹介」

　　　　　大阪府環境農林水産部農政室推進課

　　「大阪農業を紹介」

　　　　　　　　　大阪府農業協同組合中央会

　　「大阪府食育推進計画の紹介」

　　　　　大阪府健康医療部健康づくり課

「健康おおさか21・食育推進企業団活動の

紹介」

　　　　健康おおさか21・食育推進企業団

「うちの店も健康づくり応援団の店」

　　　　　　大阪ヘルシー外食推進協議会

「正しいお箸の持ち方チェック」
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【平成24年度食育ヤングリーダー育成支援事業

活動発表会審査員（敬称略）】

　大谷紀美子（相愛学園　学園長）

　岡本　真澄（大阪府教育センターヵリギュラ

　　　　　　　ム研究室指導主事）

　小野　哲士（前掲）

　河合繁一（（社）大阪府歯科医師会）

　北村　壽子（大坂府食生活改善協議会会長）

　小林　寛弘（健康おおさか21・食有事業団

　　　　　　　代表）

　藤原　政嘉（（社）大阪栄養士会会長）

　西江　明洋（大阪府環境農林水産部農政室推

　　　　　　　進課長）

　永井伸彦　審査委員長（大阪府健康医療部

　　　　　　　保健医療室副理事長兼健康づく

　　　　　　　り課長）（代理健康づくり課参

　　　　　　　事　辻村　雅仁）

　なお、本事業は大阪府、相愛大学、農林水産

　省近畿農政局大阪地域センターの共催で実施

　された。

　相愛大学総合研究センターと共に後援を行っ

　たのは（社）大阪府栄養士会、大阪府農業協

　同組合中央会、大阪府食生活改善推進連絡協

議会、健康大阪21・食育推進企業団である。

　当日の会場設営、受付、後片付けなどに相愛

　大学人間発達学部発達栄養学科学生（3回生

9名）がボランティアとして協力した。

　なお、入場時にアンケートを配布し終了後、

　アンケートを回収した。（回収率67．1％、219

　名）

　次に当日の会場の様子を紹介する。

　医要西国として一部アンケート結果を掲載

　した。

第1部食育ヤングリーダー育成支援事業参加

校の活動発表会

屋函≡≡］　非常に良かった　良かった（97％）

第2部「竹下和男先生と食育ヤングリーダーと

の公開セミナー」



医要互司　非常に良かった　良かった（97％）

第3部「食育ヤングリーダー育成支援事業」

表彰式

1審査結果1

最優秀賞1大阪大谷大学一

優秀賞　　大阪府立園芸高等学校　・帝塚山

　　　　　学院大学（人間科学部）

特別賞　1大阪府立茨木西高等学校

　　　　　相愛大学、帝塚山学院大学（畑部）

奨励賞　：大阪府立芥川高等学校・大阪府立

　　　　　北がわち皐が丘高等学校・大阪府

　　　　　立能勢高等学校・大阪女子短期大

　　　　　学・大阪成操短期大学・大手前栄

　　　　　養学院専門学校・箕面学園福祉保

　　　　　育専門学校

《審査員講評》

　「食育ヤングリーダー育成支援事業」表彰式

では、相愛学園学園長の大谷紀美子先生が審査

員として講評を行いました。

9∫

【展示コーナー】

よかった展示は？

・大阪産（もん）の紹介（29％）

・マジごはん（22％）
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帖釈1

※1「マジごはん計画」とは

　マジごはん計画は、第2次食育推進基本計画に基

づき、若者を中心として消費者に対して、食につい

て考える機会を提供する事で、食を見直すきっかけ

づくりを目標とした農林水産省の食育プロジェクト。

※2「食育ヤングリーダー育成支援事業」とは

　「野菜摂取」［朝食摂取］「大阪産（もん）食材」を

テーマに、子供や同世代に向けての健康的な食生活

を送るための食育活動を行う。高校生及び大学生を

支援し、若い世代の食育リーダーを育成支援する取

り組み。

（文責　太田美穂）
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